
13 学校名 目黒区立中目黒小学校（外 16校） R1～R5 

令和５年度研究開発実施報告書（要約） 

１ 研究開発課題 

児童の学びの質と生活の質の向上を図るため、学校教育法施行規則第 51条の規定によら

ず、１単位時間を 40分（40分×1015コマ）とし、創意工夫ある教育課程、各教科等の指

導方法、適切な授業時数の在り方について研究開発を行う。 

２ 研究開発の概要 

全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びの充実を図ることが

できるよう、標準授業時数にプラスすることなく「時間」という限られた資源を効果的に

活用する。  

①学校教育法施行規則第 51条別表第１によらず１単位時間を 40分としても、創意工夫

ある教育課程の編成及び指導内容の精選・重点化を図ることで学力は維持、向上でき

ることを示し、学校の実態により１単位時間 40 分（40 分×1015コマ）を選択して教

育課程を編成することが可能であることを提言する。

②40 分授業にしたことによる残りの５分間をまとめて生み出した時間とし、個に応じた

指導や協働的な活動等の特色ある教育活動、教員のための裁量の時間等に活用する。

このことにより、学校独自の創意工夫ある教育課程の編成及び教員の資質向上と働き

方改革の一層の推進が可能であることを示す。

③次期学習指導要領における１単位時間 40分の実施に向けて、全国のどの学校において

も教育課程を編成できるよう導入モデルを示す。

３ 研究の目的と仮説等 

（１）研究仮説

上記研究の目的を果たすため、研究仮説を以下のように設定した。

❶学習の集中と弛緩による「40分授業午前５時間制」の実施、指導内容の精選と重
点化、指導計画の見直し、１単位時間の指導の改善と充実、生み出した時間を生
かした学習者主体の創意工夫ある教育活動を行えば、学習指導要領の着実な実施
と児童の学びや生活の質の向上が図られるであろう。

❷「40分授業午前５時間制」で生み出した時間の一部を教員のための時間（会議、
研修、学年会や、教材研究・校務分掌等の一人一人の教員に裁量のある時間）と
して活用すれば、教員の資質向上と働き方改革の推進が図られるだろう。

（２）教育課程の特例

・学校教育法施行規則第 51条別表第１で１単位時間 45分（45分×1015 コマ）を 40

分（40分×1015コマ）とし、別紙２の「教育課程表」の通り実施する。

４ 研究内容 

（１）教育課程の内容

「40 分授業午前５時間制」で「生み出した時間1」を生かした学校独自の創意工夫ある

教育課程を編成している。 

1 「生み出した時間」…❶１単位時間を 45分から 40分にしたことにより生み出した時間と❷週時程等を工夫したことにより生み

出した時間がある。（令和５年度研究開発自己評価書ｐ.１参照）
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【「生み出した時間」を活用した各学校の主な取組】 

個別最適な学びの充実 学習の素地を高める 

・自分の興味・関心のあることを個人で探

究する活動（中目黒小・駒場小）

・理科や生活科の学習の児童の振り返りか

ら生み出された問題を追究する活動（宮

前小）

・デジタルドリル等を活用し、自分の学習

状況に適した学習（烏森小・向原小・月

光原小等）

・体験活動の充実を図る取組（下目黒小）

・表現力や対話力を育成する活動（不動小

・上目黒小）

・「コグニッショントレーニング・コオー

ディネーショントレーニング」を取り入

れた取組（中根小）

・児童が体を動かす時間と場所を十分に確

保した活動（原町小）

学校や地域の特色を生かす 子供たちと向き合う 

・肢体不自由特別支援学級の児童や他学年

児童との交流活動（油面小）

・地域貢献活動等、学習力と社会力の向上

を図る「サービス・ラーニング」を取り

入れた取組（田道小）

・支援を必要とする児童の実態把握と支援

方法を関係教員間で共通する取組（鷹番

小）

・放課後の個別指導、児童との対話の時間

（緑ヶ丘小）

・OJT、教材研究、授業準備（各校）

例えば、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に重点を置いて取り組んでい

る目黒区立中目黒小学校では以下のように生み出した時間を活用している。  

月 火 水 木 金 

朝 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ チーム

Ｏ Ｊ Ｔ

Ｍ Ｔ 

７ 

ＭＴ（マイタイム） 

〇自学自習タイム（低学年 20 分 高学年１単位時間） 

 一斉指導で教わった内容の定着度を個別に確認し、基

礎学力の着実な定着を図る補充学習や発展的な学習に

取り組む時間 

〇フリースタイルプロジェクト（第３学年以上） 

 一人一人の興味・関心に応じて自由に学習内容を設定

して探究する時間  

【テーマ別取組例】  

学習系 

・SDGs を調べる ・四字熟語を調べる

・雨のできた方を調べる

・バッタの育ち方を調べる

もの作り系 
・本を作る ・アクセサリーを作る

・折り紙で飛行機を作って飛ぶ距離を測る

生活実践系 

・スイーツ本を作る

・料理が上手な人の特徴を調べる

・ミシンでポーチを作る

体育・運動系 

・速く走るコツを追究する

・ダンスを覚える

・ボールを遠くに投げる方法を追究する

芸術系 

・歌をつくる

・世界のド・レ・ミ・ファ・ソを調べる

・琴の演奏をする

チーム OJT

〇３～４名程度の少人数グルー

プを編成する。 

〇チームにはリーダーとして 

１名以上、主任教諭以上の教

員を配置する。 

〇経験年数や学年に偏りのない

編成とし、低学年・中学年・

高学年・専科の教員がバラン

スよく含まれるように OJT 担

当教員が編成する。
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（２）研究の経過    

 実施内容等 

第
一
年
次 

〇ワーキンググループ編成（教務部会、生活指導部会、授業改善部会） 

※授業改善部会については、国語科・社会科部会、算数科・理科部会、外国語科・

道徳科部会、実技教科等部会を設置 

教育課程 
生み出した時間の活用について協議する。「学校グランドデザイン」の

共通様式を開発し、学校独自の教育課程を編成する。 

授業改善 
各教科の「単元デザインのポイント」「40分授業デザイン」を協議し、

試案を作成する。 

名
目
指
定 

教育課程 
各学校の「令和２年度 学校グランドデザイン」に基づき、研究開発学

校教育課程編成上の留意点を明確にする。 

授業改善 
第３・６学年、９教科の「単元デザインのポイント」「40分授業デザ

イン」「目黒区研究開発学校版 年間指導計画」を作成する。 

研究開発学 校 

合同研修会 等 

〇研究開発学校合同研修会等の実施（研究開発学校の日の設定【５月・９月・11 月の３回】） 

〇令和２年度研究発表会（中間報告会）の開催（12 月・１月） 

第
二
年
次 

〇ワーキンググループ編成（教育課程部会、調査分析部会、授業改善部会） 

※授業改善部会については、国語科、社会科、算数科、理科、音楽科、図画工作科、

体育科、外国語科、道徳科を設置 

教育課程 

各学校の実践を基に、生み出した時間を学校裁量の時間、個別指導等の

時間、教員研修等の時間に分類し、活用のねらいを明確にした効果検証

を行う。 

授業改善 
全学年、９教科の「単元デザインのポイント」「40 分授業デザイン」

「目黒区研究開発学校版 年間指導計画」を作成する。 

研究開発学 校 

合同研修会 等 

〇研究開発学校合同研修会等の実施（９教科研究授業）（研究開発学校の日の設定【５月・９月・11 月の３回】）  

〇研究開発学校教務主任会【年４回】・生活指導主任会【年５回】の開

催 

〇文部科学省初等中等教育局教育課程課 石田 有記 教育課程企画室長

による指導・助言 

第
三
年
次 

〇ワーキンググループ編成（教育課程部会、調査分析部会、授業改善部会） 

※授業改善部会については、国語科、社会科、算数科、理科、音楽科、図画工作科、

体育科、外国語科、道徳科を設置 

教育課程 
生み出した時間の活用について、どのような活動に何時間活用している

か整理し、効果検証を行う。 

授業改善 

第二年次までに作成した単元デザインのポイント及び 40 分授業デザイ

ンのポイント（９教科６学年分）を改めて整理し、「40 分授業のポイ

ント」、「実践記録」を作成 

研究開発学 校 

合同研修会 等 

〇研究開発学校合同研修会等の実施（９教科研究授業）（研究開発学校の日【７月・９月・11 月の３回】）  

〇研究開発学校教務主任会【年４回】・生活指導主任会【年５回】の開

催 

〇文部科学省初等中等教育局教育課程課 石田 有記 教育課程企画室長

による指導・助言 

第
四
年
次 

教育課程 
生み出した時間の活用と取組の成果・課題を児童と教員に分けて整理

し、次年度以降の方向性を定める。 

授業改善 

第三年次に作成した「40分授業のポイント」、「実践記録」を基に、

「見直す」「学習活動の時間の確保のための工夫」の２つの視点で整理

し、共通理解を図る。 

研究開発学 校 

合同研修会 等 
〇研究開発学校研究発表会の開催（10/13、11/1 学校主催、11/2 区教委主催） 
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（３）評価に関する取組  

評価方法 評価内容 対象 時期 

第
一
年
次 

 

第
一
年
次
～
第
四
年
次
共
通 

運営指導委員会の開催 区教育委員会 通年 
教
育
課
程 

学校評価アンケート 
魅力と活力ある教育活動の推
進状況の把握 

児童・教員・ 
保護者・地域 

10月 

生
活
指
導 

研究開発学校実態調査 
（意識調査） 

生活習慣、学習習慣、放課後の
過ごし方等に関する実態把握 

児童（第 4～６学年） 
・教員 

10月 

学
力
等 

区学力調査 
児童の学習状況、生活状況の 
把握 

児童（第２～６学年） 4月 

全国学力・学習状況調査 児童（第６学年） 4月 
児童・生徒の学力向上を
図るための調査 

児童（第 4～６学年） 5～6月 

授
業
改
善 

研究開発学校実態調査 
（意識調査） 

授業づくりの視点に関する 
自己評価 

教員 
10月 
2月 

区学力調査 授業力の実態把握 教員 6～8月 

働
き
方 

出退勤時刻調査 働き方改革推進状況の把握 教員 通年 

第
一
年
次 

・生活習慣、学習習慣、放課後の過ごし方等に関する実態把握のための研究開
発学校実態調査（意識調査）【対象：児童（第 4～６学年）・教員】を開発 

・授業づくりの視点に関する自己評価のための研究開発学校実態調査（意識調
査）【対象：教員】を開発 

４～９月 

・学校グランドデザイン共通様式の開発 通年 

第
二
年
次 

・文部科学省国立教育政策研究所 初等中等教育研究部統括研究官 山森 光陽
統括研究官による指導・助言（評価方法やエビデンスの的確性、妥当性について） 

１月 

・教育課程部会によるヒアリング調査（名目指定年度の研究開発学校実態調査で肯定的評価が上がった学校を中心）  通年 

第
三
年
次 

・教育課程部会によるヒアリング調査（生み出した時間の活用について、各学
校の特徴を類型化） 

通年 

第
四
年
次 

・中学校の接続について、区立Ａ中学校第１学年の生徒を対象に調査を実施 
（対象：区立Ａ中学校第１学年生徒 115 名（40 分授業実施校出身・45 分授業実施校出身））  

７月 

 

５ 研究開発の成果 

（１）実施による効果 

  ア 児童への効果 

    （ア）学習面 

      実施した指導方法等の特徴については、令和５年度研究開発自己評価書 pp.6-7

に記載しているとおりである。また、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一

体的な充実のため、ICTを以下の視点で効果的に活用した。     

個別最適な学び 

児童の活動を教師が把握する 
〇机間指導だけでなく、より効 
率よく児童一人一人に指導・支
援を行う。 

児童が自分に合った学習を進める 
〇デジタルドリルを活用する。 
〇思考ツール等を活用しながら、

考えを整理したり、友達への資
料を作成したりする。 

協働的な学び 

互いの活動を参照する 
〇児童の成果物についてリアルタ
イムで共有を図る。 

〇協働学習支援ツール等でリアル
タイムで互いの考えの共有を図
る。 

協働で編集する 
〇グループの意見をリアルタイム

で集約する。 
〇協働学習支援ツールの機能を活

用し、協働的な展開の充実を図
る。 
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α 学力の保障 

      １単位時間を 40分（40 分×1015コマ）としても学力を保障できているかにつ

いては、学習状況等の複数の教育データを基に検証する必要があるが、本報告書で

は、数値で把握できる学力について示す。 

      状況を把握するための指標と調査結果（全国学力・学習状況調査 教科に関する

調査）は以下のとおりである。 

      【指標】全国学力・学習状況調査結果（学力各教科正答率（%））が全国平均値と

同等程度を維持    

学力各教科正答率（%） 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和元年度 

国 語科 算 数 科 国 語 科 算 数 科 国 語 科 算 数 科 国 語 科 算 数 科 

研究開発学校（１５校） 74.3 72.5 73.7 72 73.2 77 71.2 72.8 

全国平均 67.2 62.5 69 67 64.7 63.8 63.8 66．6 

都平均 69 67 65.6 63.2 68 65 65 70 

全国学力・学習状況調査の正答率を全国や東京都と比較すると、国語科、算数

科において全国平均、東京都平均よりも高い平均正答率になっている。 

また、40分が 1単位時間になる前の研究開発学校の学習状況を示している令和

元年度調査結果は表の通りであり、全国と研究開発学校との差は、令和５年度と

大きく変わっていない。 

    β 学びへの意識 

      自分の学習状況について振り返り、次の学習につなげるなど、自己調整を問う質

問に対して、研究開発学校の「あてはまる」と回答した児童の割合は全国よりも高

い状態を維持している。 

      【指標】全国学力・学習状況調査結果の肯定的評価が全国平均値と同等程度 
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、

次の学習につなげることができていますか。 
（「あてはまる」と回答した割合（%）） 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和元年度 

研究開発学校（１５校） 50 55.5 50.7  

全国平均 31 33.2 32.6  

都平均 31.8 34.1 32  

 
５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か

ら取り組んでいましたか。          （「あてはまる」と回答した割合（%）） 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和元年度 

研究開発学校（１５校） 52.9 54.1 50.2 46.8 

全国平均 30.5 30.5 30.3 33 

都平均 32.9 32.1 30.3 31.5 

 
家で自分で計画を立てて勉強していますか。 

（「あてはまる」と回答した割合（%）） 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和元年度 

研究開発学校（１５校） 54.4 56.3 57 52.4 

全国平均 28.7 27.5 31.2 33.1 

都平均 33.3 31.9 35.1 34.6 

 中学校の接続 

令和５年度研究開発自己評価書ｐｐ.３-４を参照 
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（イ）生活の質の向上について 

     生活の質の向上とは「学校の教育活動全体を通じて、自己の感情や行動を統制する

力、よりよい生活や人間関係を自主的に形成する態度等をはぐくみ、子供たちのウェ

ルビーイングの向上を図ることである」と捉えている。 

ウェルビーイングに係る観点から児童の意識調査結果を分析した。 

【指標】全国学力・学習状況調査結果の肯定的評価が全国平均値と同等程度 
自分には、よいところがあると思いますか。 

（「あてはまる」と回答した割合（%）） 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和元年度 

研究開発学校（１５校） 55.5 48.4 40.3 44.5 

全国平均 42.6 39.4 39.4 38.8 

都平均 46.2 43 43 39.9 

 
自分がやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか。 

（「あてはまる」と回答した割合（%）） 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和元年度 

研究開発学校（１５校）  55.7 51.8  

全国平均  38.8 35.9  

都平均  38.7 34.8  

 
学校に行くのは楽しいと思いますか。 

（「あてはまる」と回答した割合（%）） 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和元年度 

研究開発学校（１５校） 56.2 57.0 51.5 55.9 

全国平均 50.4 51.7 47.9 53.9 

都平均 49.8 52.2 48.1 52.6 

 

上記の調査項目について、「あてはまる」と回答した割合は全国平均値より上回

っている。特に、「自分には、よいところがある」「学校に行くのは楽しいと思う」

について、40分が 1単位時間になる前の研究開発学校の状況を表している令和元年

度調査結果との比較において、全国と研究開発学校との差は、令和５年度研究開発

学校の割合が向上したため、差はさらに開いている。 

従って、１単位時間 40分（40 分×1015コマ）においても「40分授業午前５時間

制」で学校独自の創意工夫ある教育課程の編成により、学校の充実度や満足度、友

達とのかかわり、自己肯定感は維持・向上していると捉えている。 

 

    中学校の接続 

生活面についても円滑な接続ができているのかについて調査した。 

学習面と同様に、40分授業実施校出身の生徒の方が、肯定的な評価が高い傾向に

あることが分かった。また、中学校生活への慣れについての回答においても 45 分実

施校と同様の回答傾向があった。 

40分授業午前５時間制実施校卒業生へのヒアリングでは、「中学校で50分になり、

時間の長さを感じることがあったが、すぐ慣れた。」「小学校時代の 40分という時

間は、当時の自分にとって集中できる丁度よい長さだった」「時間を守ることで密

度の濃い 40分を過ごすことができた」という回答が得られた。また、中学校の教員

へのヒアリングでは、「40分、45分実施校との接続の差は特に感じたことはない。」

という回答が得られた。 
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区立Ａ中学校第 1 学年生徒（40分授業実施校出身・45分授業実施校出身）N=115 

 時間を守って行動している。 

 

 

  

 学校や学級の課題を見付け、解決しようとしている。 

 

苦手なことにも粘り強く取り組んでいる。 

 

 

 

様々な学年の人と関わろうとしている。  

 

 

 

中学校の 50分授業には入学後いつ慣れましたか？  

 

 

 

イ 教職員への効果 

（ア）創意工夫ある教育課程について 

     40分授業午前５時間制のねらいやよさを理解しているかについて、研究開発学校

の教員対象調査（意識調査）2では、肯定的な回答が令和元年度（第１年次）から増

加傾向にあることから、各学校では、教職員が「40分授業午前５時間制」のねらい

やよさを理解した上で、学校独自の創意工夫ある教育課程の実現を図っている。 

40分授業午前５時間制のねらいやよさを理解している 

 

 

（イ）放課後の時間の活用について 

「40分授業午前 5時間制」で生み出した時間は、「教員のための時間」として会

議、研修、学年会の時間や、教材研究・校務分掌等に活用している。令和元年度か

ら令和５年度に実施した研究開発学校の教員対象調査（意識調査）の推移は以下の

通りである。 

放課後は教材研究の時間等、有効活用できている。 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
2 教員対象調査（意識調査）･･･研究開発学校の全教員を対象に、毎年 10月に実施している意識調査 

40分       45分 40分       45分 

40分       45分 40分       45分 
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放課後は学年会や会議、研修の時間等、有効活用できている。 

 

 

研究開発学校では、例えば、通知表作成期間や個人面談期間（５日間程度）は、

午後の授業をカットするなどの工夫を行っており、教員は時間と心にゆとりが生ま

れ、児童にしっかり向き合うことができていると考える。 

（ウ）働き方改革について 

     研究開発学校では、令和元年度から出退勤時刻を把握している。例えば、目黒区

立Ｂ小学校における時間外在校等時間は以下のとおりである。 

    ■目黒区立Ｂ小学校の場合■ 

     【表１】月当たりの時間外在校等時間（平均時間） 

     

       

     【表１】から、令和４年度の月当たりの時間外在校等時間は、令和３年度と比較

して約６時間短縮していることが分かる。 

Ｂ小学校では右記のグラフの通り、91％の教員が 

「放課後は学年会や会議、研修の時間等、有効活用 

できている。」と肯定的な回答をしている。 

     「働き方改革」の具体として午後に会議を入れな 

    い日を設定し、教員がゆとりをもって生み出した時 

    間を活用しているほか、授業時数をデータ管理する 

    など ICT を活用しながら業務の効率化を図っている。 

他校においても、月当たりの時間外在校等時間が 

短縮していることから、教員の働き方改革を一層推進することにつながっている。 

ウ 保護者への効果 

「保護者による学校評価アンケート3」結果は以下のとおりである。 

 

午前中に５時間学習することは、学力の定着において成果を上げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度              令和４年度    

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
3 学校評価アンケート … 毎年度、児童・生徒、保護者、地域、教職員の四者を対象に実施している。研究開発学校では、独

自設問として、「午前中に５時間学習することは、学力の定着において成果を上げている。」「午前中に５時間学習することは、

放課後等にゆとりが生まれるなど、学校生活の充実につながっている。」を設定している。 

令和３年度（４月～３月） 50:16 
令和４年度（４月～３月） 44:04 

-６:12 

放課後は学年会や会議、研修の時間等、有効活用

できている。（Ｒ５教員意識調査 N=27） 
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 午前中に５時間学習することは、放課後等にゆとりが生まれるなど、学校 

生活の充実につながっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度              令和４年度    

否定的な回答をしている保護者の割合は低いが、「不明（判断できない／分からな

い）」と回答している保護者の割合が高い学校がある。 

保護者からは、「40分授業午前５時間制はメリハリのある生活となっているためと

てもよい」「40分授業のよさは学年が上がるにつれて感じることができる」「朝食を

とって登校したり、午前中授業をしっかりと受けられるように睡眠をしっかり取ろう

としたりするサイクルもできている」「午前中に授業が多くある意義は理解している

が、子供からお腹が空くと言われることがあるので、朝食をしっかり食べさせている」

といった声がある。 

これまで、本区教育委員会では保護者等が「40分授業午前５時間制」の意義や、学

校独自の創意工夫ある教育活動の理解を深めることができるよう、広報誌（きょうい

く広報）等において、「40分授業午前５時間制」で生み出した時間の活用について周

知するほか、各学校では、学校だよりや保護者会等で情報発信を行ってきた。そのた

め、保護者等には、一定の理解を得ているところであるが、さらに「40分授業午前５

時間制」を推進していくためには、引き続き、各学校において全教職員で作り上げた

「40分授業午前５時間制」の教育課程のよさ、特色ある教育活動について公開授業等

を通して説明していく必要がある。 

（２）実施上の問題点と今後の課題 

  ア 実施上の問題点 

    「（１）実施による効果」に記載したとおり、学校教育法施行規則第 51条別表第１

によらず１単位時間を 40 分としても、創意工夫ある教育課程の編成及び指導内容の精

選・重点化を図ることで学力は維持、向上できている。また、40分授業にしたことに

よる残りの５分間をまとめて時間を生み出し、その時間を活用して個に応じた指導や

協働的な活動、教員のための時間等に活用することができている。 

一方、児童が自己のカリキュラム・マネジメントを図る取組については効果がある

ものの学校間によって取組状況に差が生じていることや、小学校から中学校へと９年

間の経年比較を通してその効果を明らかにすることができていないことが問題である。 

  イ 今後の課題 

  （ア）「自己選択学習」の推進 

区立小学校 22 校共通に、児童一人一人が興味・関心や学習上の課題等に応じて柔

軟に学びを選択する時間として「自己選択学習の時間」を生み出した時間の１２７

単位時間から年間 35単位時間程度設定し、小学校低学年段階から継続的に取り組む。

「自己選択学習の時間」を確保して確実に実施することで、学校生活、家庭生活の
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質が高まるとともに、自己調整力の向上が図られるものと捉えている。 

「自己選択学習の時間」の具体的な取組として、児童・生徒一人一人が、学習の

テーマ、学習方法、学習する場、まとめの方法等を自ら選択し、学習計画を立て、

それに基づき学習を進めることが考えられる。 

また、発展的な取組として、以下の取組が考えられる。 

１ 課題に対する見方・考え方を

広げる 

例えば、興味・関心のあるこ

ととして「折り紙」について追

究している児童が、折り紙の技

術について、簡単につぶせるペ

ットボトルや立体建築物、医療

分野等の様々な場面に応用され

ていることを知り、他にどのよ

うな活用ができるかを考えると

いったように、社会的な視点を

もって取り組むことで、一段、

質の高い自己選択学習の実現が

図られる。 

２ 学び方の選択の幅を広げる 

例えば、自分が取り組んでい

る課題について、スライドＡの

ように、他学年の教員を自ら訪

ねて話を聞いたり、Ｂのように、

その分野に詳しい地域人材を活

用したりすることは、課題を深

く追究することにつながる。 

なお、「自己選択」は児童一人一人が自己の生活や学びをマネジメントする中で

成り立つことを前提とする。 

（イ）区立中学校との接続 

一部の区立中学校においても研究開発学校の指定を受け、学校教育法施行規則第

73 条の規定によらず１単位時間を 45分として教育課程を編成する。それにより生

み出した時間は、区立小学校 17校におけるこれまでの実践を参考にするとともに、

小学校と同様に「自己選択学習の時間」を 35単位時間程度設定し、生徒一人一人

の興味・関心や学習上の課題等に応じて柔軟に学びを選択できる仕組みを構築する。 

         このように、子供たちが小学校の「40 分授業午前５時間制」で学んだことを生

かしながら中学校においても継続的に取り組むことで、さらに自己調整力の向上及

び自分の生活や興味・関心等に応じた学びの充実を図ることができると考える。 

（ウ）他地区での実践 

令和６年度以降は、本区立小学校全校実施に留まらず、他地区の小学校において

も「40分授業午前５時間制」を実施し、本区の研究開発学校と連携して研究するこ

とで、全国の公立小学校における導入の可能性を示唆する。 

１ 課題に対する見方・考え方を広げる 

２ 学び方の選択の幅を広げる 
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                                別紙２ 

目黒区立中目黒小学校（外 16校） 教育課程表（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各教科の授業時数 

 

  特 

で別

あの

る教

道科 

徳  

 

 

 

外 

国 

語 

活 

動 

 

 

 

 

 総 

学合 

習的 

のな 

時  

間  

  

 

 

 

特 

別 

活 

動 

 

 

 

 

 

新

設
教

科 

 

 

 

 

総 

授 

業 

時 

数 

 

 

 

 

国 

 

語 

 

 

 

 

社 

 

会 

  

 

 

 

算 

 

数 

 

 

 

 

理 

 

科 

 

 

 

 

生 

 

活 

 

 

 

 

音 

 

楽 

 

 

 

 

図 

画 

工 

作 

 

 

 

家 

 

庭 

 

 

 

 

体 

 

育 

 

 

 

 

外 

国 

語 

 

 

 

 

第１学年 

 

 

306 

 

 

 

 

 

136 

 

 

 

 

 

102 

 

 

68 

 

 

68 

 

 

 

 

 

102 

 

 

 

 

 

34 

 

 

15 

 

 

 

 

 

34 

 

 

 

 

 

865 

 

 

第２学年 

 

 

315 

 

 

 

 

 

175 

 

 

 

 

 

105 

 

 

70 

 

 

70 

 

 

 

 

 

105 

 

 

 

 

 

35 

 

 

15 

 

 

 

 

 

35 

 

 

 

 

 

925 

 

 

第３学年 

 

 

245 

 

 

70 

 

 

175 

 

 

90 

 

 

 

 

 

60 

 

 

60 

 

 

 

 

 

105 

 

 

 

 

 

35 

 

 

35 

 

 

70 

 

 

35 

 

 

 

 

 

980 

 

 

第４学年 

 

 

245 

 

 

90 

 

 

175 

 

 

105 

 

 

 

 

 

60 

 

 

60 

 

 

 

 

 

105 

 

 

 

 

 

35 

 

 

35 

 

 

70 

 

 

35 

 

 

 

 

 

1015 

 

 

第５学年 

 

 

175 

 

 

100 

 

 

175 

 

 

105 

 

 

 

 

 

50 

 

 

50 

 

 

60 

 

 

90 

 

 

70 

 

 

35 

 

 

 

 

 

70 

 

 

35 

 

 

 

 

 

1015 

 

 

第６学年 

 

 

175 

 

 

105 

 

 

175 

 

 

105 

 

 

 

 

 

50 

 

 

50 

 

 

55 

 

 

90 

 

 

70 

 

 

35 

 

 

 

 

 

70 

 

 

35 

 

 

 

 

 

1015 

 

 

計 

 

 

 

1461 

 

 

365 

 

 

1011 

 

 

405 

 

 

207 

 

 

358 

 

 

358 

 

 

115 

 

 

597 

 

 

140 

 

 

209 

 

 

100 

 

280 

 

209 

 

 

 

 

 

 

5815 

 

※１単位時間 40分とする。 

※１単位時間 45分と１単位時間 40分の総授業時間数の差（総授業時数×分） 

 １単位時間 40分 １単位時間 45分 生み出した時間 

第１学年 34600分 38925分 4325分 

第２学年 37000分 41625分 4625分 

第３学年 39200分 44100分 4900分 

第４学年 40600分 45675分 5075分 

第５学年 40600分 45675分 5075分 

第６学年 40600分 45675分 5075分 
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T0963331
テキストボックス
　【別添１】-別紙２



 

 

別紙３ 

学校等の概要① 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立菅刈小学校、鈴木 稔 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区青葉台３－３－26 

  電話番号 ：03-3461-2569 

  ＦＡＸ番号：03-3461-0623 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 通常学級計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

60 ２ 59 ２ 51 ２ 54 ２ 43 ２ 47 ２ 314 12 

 

特別支援学級

（知的） 
総計 

児童数 学級数 児童数 学級数 

28 ４ 342 16 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  １ ０ 19  １  ０ ６ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 33  

  

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

 特になし 

（３）その他 

令和４・５年度 目黒区人権教育推進校 
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T0963331
テキストボックス
【別添１】-別紙３



 

 

学校等の概要② 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立下目黒小学校、秋山 美栄子 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区目黒２―７―９ 

  電話番号 ：03-3491-0332 

  ＦＡＸ番号：03-5496-4859 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

101 ３ 75 ３ 89 ３ 84 ２ 64 ２ 68 ２ 481 15 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ ０ 18  １  ０ 4 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ３ １ ０ 32  

  

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

 特になし 

（３）その他 

平成 28・29年度  目黒区教育開発指定校（外国語科） 

令和３年度 目黒区立小学校教科担任制推進校 
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学校等の概要③ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立中目黒小学校、横溝 宇人 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区中目黒３―13―32 

  電話番号 ：03-3711-7628 

  ＦＡＸ番号：03-3711-7626 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

89 ３ 91 ３ 124 ４ 72 ２ 81 ３ 111 ３ 568 18 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  １ ０ 27  １  ０ ２ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ３ １ ０ 38 

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

平成16年度文部科学省国語力向上モデル地域国語教育推進校 

平成29・30年度文部科学省研究委託事業「これからの時代に求められる資質・

能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究」 

（２）東京都関係 

平成26年度東京都人権尊重教育推進校研究発表 

（３）その他 

平成30・令和元年度目黒区教育開発指定校（主体的に取り組む児童の育成） 

令和５・６年度 目黒区人権教育推進校 

令和４・５年度 目黒区教育委員会教育開発指定校 
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学校等の概要④ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立油面小学校、岩前 真 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区中町１－５－４ 

  電話番号 ：03-3719-1694 

  ＦＡＸ番号：03-3719-6645 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

75 ３ 88 ３ 84 ３ 86 ３ 76 ２ 87 ３ 496 17 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  １ ０ 22  １  ０ ４ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 34  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

特になし 

（３）その他 

平成29年度 目黒区教育開発指定校（国語科） 
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学校等の概要⑤ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立烏森小学校、丸山 智子 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区上目黒３－37－27 

  電話番号 ：03-3719-1794 

  ＦＡＸ番号：03-3719-2857 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

61 ２ 74 ３ 65 ２ 63 ２ 70 ２ 64 ２ 397 13 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ３ ０ 13  １  １ ４ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 28  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

平成 29・30 年度文部科学省研究委託事業「これからの時代に求められる資質・

能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究」 

（２）東京都関係 

   特になし 

（３）その他 

   令和 4・5 年度 目黒区教育委員会教育開発指定校 
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学校等の概要⑥ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立向原小学校、畔柳 信之 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区目黒本町６－７－15 

  電話番号 ：03-3714-1795 

  ＦＡＸ番号：03-3714-6204 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

45 ２ 51 ２ 48 ２ 52 ２ 48 ２ 45 ２ 289 12 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ ０ 14  １  ０ １ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 24  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

平成29・30年度文部科学省研究委託事業「これからの時代に求められる資質・

能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究」 

（２）東京都関係 

平成30・令和元年度 東京都プログラミング教育推進校 

（３）その他 

   特になし 
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学校等の概要⑦ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立五本木小学校、若林 研司 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区五本木２-24-３ 

電話番号 ：03-3711-8494 

   ＦＡＸ番号：03-3711-8420 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 通常学級計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

54 ２ 55 ２ 67 ２ 57 ２ 66 ２ 64 ２ 363 12 

 

特別支援学級

（自閉症・情緒） 
総計 

児童数 学級数 児童数 学級数 

７ １ 370 13 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ ０ 13  １  １ ２ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 25  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

令和元・２年度 東京都教育委員会 持続可能な社会づくりに向けた教育推進

校 

（３）その他 

令和５・６年度 目黒区人権教育推進校 
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学校等の概要⑧ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立鷹番小学校、板木 孝悦 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区中央町１－20－26 

電話番号 ：03-3714-2594 

   ＦＡＸ番号：03-3714-3796 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 通常学級計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

79 ３ 63 ２ 78 ３ 73 ３ 52 2 68 2 413 15 

 

特別支援学級

（知的） 
総計 

児童数 学級数 児童数 学級数 

13 2 426 17 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  １ １ 20  １  ０ ２ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ３ １ ０ 32  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

平成22・23年度 東京都 人権尊重教育推進校 

平成24・25年度 東京都 スポーツ教育推進校 

（３）その他 

令和２・３年度 目黒区人権教育推進校 
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学校等の概要⑨ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立田道小学校、藤井 良江 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区目黒１－15－28 

  電話番号 ：03-3711-8594 

  ＦＡＸ番号：03-3711-8590 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

76 ３ 67 ２ 82 ３ 53 ２ 77 ２ 60 ２ 415 14 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ３  15  １  ０ １ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 26  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

平成30年度 文部科学省「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」研修

協力校 

令和元年度 文部科学省「生徒発信力強化のための英語指導力向上事業」 

              「英語教育改善プラン推進事業」研修協力校 

（２）東京都関係 

平成28・29 年度 東京都教育委員会英語教育推進地域事業指定（英語） 

（３）その他 

平成 30年度 実践研究協力校（外国語科・外国語活動） 

［国立教育政策研究所］ 
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学校等の概要⑩ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立月光原小学校、衣非 まさ子 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区目黒本町４－15－３ 

  電話番号 ：03-3714-2694 

  ＦＡＸ番号：03-3714-3260 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

64 ２ 57 ２ 67 ２ 56 ２ 64 ２ 51 ２ 359 12 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ ０ 13  １  ０ １ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 23  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

平成29・30年度 文部科学省研究委託事業「これからの時代に求められる資質・

能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究」 

（２）東京都関係 

平成8～10年度 東京都人権尊重教育推進校（生活科・社会科） 

（３）その他 

   特になし 
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学校等の概要⑪ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立駒場小学校、北島 陽彦 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区駒場３―11―13 

  電話番号 ：03-3467-4461 

  ＦＡＸ番号：03-3465-5987 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

40 ２ 63 ２ 80 ３ 59 ２ 66 ２ 53 ２ 361 13 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  １ ０ 15  １  ０ ２ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 25  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

平成６～８年度 研究開発学校 

平成29・30年度 文部科学省研究委託事業「これからの時代に求められる資質・

能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究」 

（２）東京都関係 

平成26・27 年度 オリンピック・パラリンピック教育推進校・研究開発校 

（３）その他 

平成 31・令和２年度 目黒区人権教育推進校 

令和３年度 目黒区立小学校教科担任制推進校 
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学校等の概要⑫ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立緑ヶ丘小学校、龍花 千鶴 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区緑が丘２－13－１ 

  電話番号 ：03-3718-5406 

  ＦＡＸ番号：03-3718-5389 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

34 １ 34 １ 43 ２ 32 １ 34 １ 41 ２ 218 ８ 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ ０ 10  １  ０ １ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 20  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

特になし 

（３）その他 

   平成30・令和元年度 目黒区教育開発指定校（体育科） 

令和３・４年度 目黒区人権教育推進校 
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学校等の概要⑬ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立原町小学校、加藤 明恵 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区原町２―18―12 

  電話番号 ：03-3714-2794 

  ＦＡＸ番号：03-3714-3995 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

51 ２ 52 ２ 70 ２ 49 ２ 45 ２ 44 ２ 311 12 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  １ ０ 18  １  ０ ２ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 28  

  

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

平成29・30年度 文部科学省研究委託事業「これからの時代に求められる資質・

能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究」 

（２）東京都関係 

平成13・14年度 東京都 人権尊重教育推進校 

平成17年度   東京都 情報モラル教育実践モデル校 

（２）その他 

平成 23年度 学習指導実践研究協力校［国立教育政策研究所］ 
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学校等の概要⑭ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立不動小学校、小泉 修治 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区下目黒６－11－35 

  電話番号 ：03-3714-3594 

  ＦＡＸ番号：03-3714-4654 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

112 ４ 140 ４ 127 ４ 122 ４ 109 ３ 96 ３ 706 ２２ 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ ０ 26  １  ０ ３ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ３ １ ０ 39  

  

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

   特になし 

（３）その他 

令和元・２年度 目黒区人権教育推進校 
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学校等の概要⑮ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立上目黒小学校、瀬沼 美雪 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区五本木１－12－13 

  電話番号 ：03-3719-2594 

  ＦＡＸ番号：03-3719-2747 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

45 2 49 2 45 2 53 2 44 2 51 2 287 12 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ 0 15  １  ０ １ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 25  

  

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

   特になし 

（３）その他 

   平成30・令和元年度 目黒区教育開発指定校（算数科） 
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学校等の概要⑯ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立中根小学校、日下 勝豊 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区緑が丘１－１－１ 

  電話番号 ：03-3718-4506 

  ＦＡＸ番号：03-3718-5229 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

55 ２ 68 ２ 67 ２ 59 ２ 52 ２ 73 ２ 374 12 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ ０ 15  １  ０ ２ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 26  

 

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

平成29・30年度 文部科学省研究委託事業「これからの時代に求められる資質・

能力を育むためのカリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究」 

（２）東京都関係 

特になし 

（３）その他 

令和３年度 目黒区立小学校教科担任制推進校 
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学校等の概要⑰ 

 

１ 学校名、校長名 

  目黒区立宮前小学校、渡部 浩文 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

所在地  ：東京都目黒区八雲３－13－21 

  電話番号 ：03-3718-5506 

ＦＡＸ番号：03-3718-5091 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

（小学校の場合）  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

43 ２ 53 ２ 56 ２ 49 ２ 53 ２ 51 ２ 305 12 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 助教諭 養護教諭 養護助教諭 栄養教諭 講師 

１ １  ２ ０ 16  １  ０ ２ 

ＡＬＴ 
スクール 

カウンセラー 事務職員 司書 計  

１ ２ １ ０ 27  

  

５ 研究歴 

（１）文部科学省関係 

特になし 

（２）東京都関係 

平成28・29 年度 東京都 人権尊重教育推進研究校 

（３）その他 

特になし 
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〇研究開発実施計画等の立案 

・研究成果の評価方法 

・年次研究計画 

・年次評価計画 

・研究組織編制の確立 

（運営連絡会、推進委員会、ワーキンググループ） 

〇運営指導委員会活動計画等の立案 

 

改善検討組織 

〇教育課程部会 

〇調査分析部会 

〇授業改善部会 

※後期前半に検討する。 

・各教科における「単元デザインのポ
イント」、「４０分の授業デザインの
ポイント」を協議し、誌面にまとめ
るための作業計画を立てる。 

・児童の学びや生活の質の向上を図る

ために、各学校独自の教育課程を編

成することができるよう、生み出し

た授業時間数 5075 分の活用につい

て協議し、創意工夫ある教育課程の

開発に向けた作業計画を立てる。 

・様式「学校グランドデザイン」を作成

する。 
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ 計画

Ｄ 実施

Ｃ 評価

Ａ 改善

 
 

 

 

４年次（R５） 
３年次（R４） ２年次（R２・R３） 

１年次（R１） 

・児童の学びや生活の質の向
上を図るための各学校独自
の教育課程の在り方につい
て、各学校が作成した「学
校グランドデザイン（Ｒ
２）」を分析し、協議す
る。 

・研究開発学校教育課程編成
上の留意点について協議す
る。 

各
年
次
に
お
け
る
取
組
の
重
点 

 
児童の学びや生活の質の向上を図るた

め、学校教育法施行規則第５１条の規定

によらず、一単位時間を４０分とし、創意

工夫ある教育課程、各教科等の指導方法、

適切な授業時数の在り方について研究開

発を行う。 

                                

 
 
 

午前５時間制導入 

平成１４年度 中目黒小学校 

平成２１年度 駒場小学校 

平成２２年度 月光原小学校 

平成２５年度 烏森小学校 

平成２６年度 向原小学校 

平成２８年度 原町小学校 

平成１４年度～ 

文部科学省 
カリキュラム・マネジメント 
調査研究委託事業に指定 
⇒カリキュラム・マネジメント
における午前５時間制の有
用性について研究 

 

午前５時間制導入 
平成３０年度 中根小学校 

文部科学省 
研究開発学校に指定 
⇒①一単位時間を４０分とし

た教育内容のカリキュラ
ム・マネジメントの実現に
関する研究 

 ②一単位時間を４０分とし
た「主体的・対話的で深い
学び」の視点からの授業改
善に関する研究 

平成２９・３０年度 令和元年度～令和５年度 

授
業
改
善
部
会 

●４０分授業午前５時間制を生かし
た創意工夫ある教育課程の開発 

  児童の学びや生活の質の向上を図るため、４０分授

業午前５時間制によって授業時間数を生み出し、学校

独自の創意工夫ある教育活動等に生かす。 

各教科等の指導方法 
・単元デザイン 

・４０分授業デザイン 

適切な授業時数の在り方 
・教育内容の精選、重点化 
・教育課程編成上の留意点 

※「４０分授業午前５時間制」を生かした創意工夫ある教育課程と、

それを支える各教科等の指導方法、適切な授業時数の在り方につ

いて研究開発を行う。 

  

・令和２年度に実施した意識
調査結果等を分析し、成果
ある取組の効果検証を行
う。 

・課題解決方法を協議する。 

・３年間の調査結果の変容を分析し、 

４０分授業午前５時間制を生かした

創意工夫ある教育課程において、児

童の学びや生活の質の向上が図られ

ているか評価する。 

調
査
分
析
部
会 

・「単元デザインのポイント」、
「４０分の授業デザインのポイ
ント」、「目黒区研究開発学校版 
年間指導計画」について協議す
る。（第３・６学年、９教科） 

・「単元デザインのポイント」、「４０
分の授業デザインのポイント」、
「目黒区研究開発学校版 年間
指導計画（全学年、９教科）」を実
践し、教育内容の充実を図ること
ができているか評価する。 

 

教
育
課
程
部
会 

・児童の学びや生活の質の向上が図ら
れているかを評価するための調査方

法、調査結果の分析方法等について協
議し、作業計画を立てる。 

・児童の学びや生活の質の向
上を図るために各学校は、
独自の教育課程を校内で議
論し、「学校グランドデザイ
ン（Ｒ３）」を実施・評価す
る。学校ごとに評価結果を
分析する。 

・「目黒区研究開発学校版 年間指

導計画」（全学年、９教科）を分析

し、年間指導計画作成のポイント

をまとめる。 

・「単元デザインのポイント」、
「４０分の授業デザインのポイ
ント」、「目黒区研究開発学校版 
年間指導計画」について協議す
る。（第１・２・４・５学年、
９教科） 

・学力調査結果等から学力の

保障について、検証する。 

・令和３年度に実施した意識

調査結果等から変容を分析

する。 

 

・各学校独自の教育課程における

学校ごとの評価結果を収集し、

「研究開発」の評価を行う。 

・「学校グランドデザイン」を踏まえた「目黒区

研究開発学校版 年間指導計画（全学年、９

教科）」を実践し、単元間の連携や教科等横断

的な視点から教育内容の充実を図ることがで

きているか評価する。また、「生み出した時間」

の活用による学校独自の取組を開発する。 

・「４０分授業午前５時間制」
を生かした創意工夫ある教育
課程の開発について、１７校
の成果と課題を収集し、課題
については改善策を立てる。
研究発表会を通して全国に発
信する。 

・「学校グランドデザイン」を踏まえた「目

黒区研究開発学校版 年間指導計画（１５

校）」の作成のポイント、「生み出した時

間」の活用による学校独自の取組をまと

め、研究発表会を通して全国に発信する。 

・４年間の調査結果等から、創意工
夫ある教育課程、各教科等の指導
方法、適切な授業時数の在り方に
ついて、研究開発の成果と課題を
まとめ、研究発表会を通して全国
に発信する。 

・「単元デザインのポイント」、「４０分

の授業デザインのポイント」、「目黒区

研究開発学校版 年間指導計画」を改

善し、一般化を図るとともに研究発表

会を通して全国に発信する。 

研究開発学校（１７校）は、部会（教育課程部会・調査分析部会・授業改善部会）の実施内容に基づき検討し、「４０分授業午前５時間制」を生かした創意工夫ある教育課程の開発を行う。 

午前５時間制導入 
下目黒小学校、田道小学校 

午前５時間制導入 
油面小学校、不動小学校、宮前小学校、 
鷹番小学校、緑ヶ丘小学校、上目黒小学校 

午前５時間制導入 
菅刈小学校、五本木小学校 

別紙１ 
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